
学校応援プロジェクト 2024年度活動報告 

東大和第四中学校 キャリア学習プロジェクト 

 

2024 年 10 月 20 日(日)、東大和市立第四中学校の 3 年生 5 クラスの皆さんを多摩キャンパスに迎

え、キャリア教育プロジェクトを実施しました。東大和第四中学校は、今回で 3回目の実施になりま

す。中学生のみなさんに｢大学で学ぶということ｣について具体的なイメージを持ってもらい、進路選

択やキャリア形成に役立てられることを目的としています。 

朝 9時からスタートし、午後 3時過ぎまで行うロングバージョンでした。これまでの学校応援プロ

ジェクトの経験をもとに、生徒の皆さんに楽しんでいただけるように企画しました。また、昨年度か

らアイコンシャスバイアスにも触れて、偏見にとらわれずに判断したり、自分の興味や関心のある課

題を追求したりすることも意識しました。 

 

当日のプログラムは次の通りです。 

１）大学ガイダンス     ２）アイスブレイク①  ３）学生による模擬授業①、②  

４）アイスブレイク②    ５）キャリア相談        ６）キャンパスツアー 

 

大学ガイダンスでは、大学ガイダンスは、FGC(Forest  

Gateway CHUO)で行いました。簡単な中央大学のクイズか

ら始まり、そこから大学の特徴、大学と中学の学びの違い、

学部紹介などについて触れていきました。学生の｢リアル

な声｣を伝えられるように工夫して作成しました。 

 

 

大学生による授業は、大学生が大学で学んでいる専門分野を中心に授業を構成しました。１５ある

授業の中から関心のある授業を事前に中学生のみなさんに選んでもらい、2コマ受けてもらいました。

教室を覗くと、グループワークで議論が白熱している姿や学生が作ったワークシートに細かくメモ

をする姿、熱心に話を聞く姿が多く見られました。普段の学校で授業とは違う内容も多く、新鮮に感

じてもらえたようです。 

 

アイスブレイクは、この後に企画しているキャリア相談やキャンパスツアーなどを行う上で大学

生と中学生の距離を縮めるために行うミニゲームです。今回のプロジェクトは、新たな試みとして 2

回行いました。1回目のアイスブレイクは「有名人当てクイズ」、2回目に「イントロクイズ」を行い

ました。始めは緊張した雰囲気でしたが、ゲームが進む

につれてどのクラスも盛り上がり、たくさんの生徒から

拍手やガッツポーズ、笑顔が見られました。生徒皆さん

からの事後アンケートでもこのアイスブレイクで気持

ちを和らげてくれたことがわかります。よかったと思い

ます。 



キャリア相談は、このプロジェクトでも大切な企画です。中学生

6～7人の班に大学生が 1人つき、全員体制で臨みます。これから

の進路やキャリアに関する懇談・相談する時間です。アイスブレ

イクの後にキャリア相談を行ったこともあり、緊張が解けどの班

も会話が弾んでいました。学生の話に身を乗り出して聞き入る生

徒さんの様子が印象的です。大学生や大学についていろいろと知

ってもらえたと思います。事後アンケートでは、「自分が聞きたか

ったことについて質問もでき、大学や大学生の皆さんのこともよく分かった」という回答も多く、充

実した時間を過ごせたのではないかと感じています。 

キャンパスツアーでは実施日が日曜日で図書館内を見学できなかったので、「図書館ムービー」を作

成し、上映しました。ムービー内には、本の紹介以外にも自主スペースなどの紹介もし、ありのまま

の大学生の過ごし方を感じてもらえるように工夫しました。図書館ムービーを上映した後は、実際に

班ごとに分かれ多摩キャンパスを巡りました。キャンパス内は広くて全て回りきることは難しいの

で、場所を絞りクイズに答えてもらう形でキャンパスを巡りました。プロジェクト終了後のアンケー

ドで、「色々な所を見られたのが良かった」「ツアー中、大学生と話しながら行けたのが楽しかった」

「大学の生活についてイメージを持つことができた」などという嬉しい言葉がありました。 

 

今回は５クラスが来校し1日がかりのプロジェクトだったため40名の学生で準備にあたりました。

８月の終わりからオンライン会議も活用し、時間をかけ企画を練りました。当日は、中学生の皆さん

と近い距離で関わることができ、最後には笑顔で「ありがとうございました！」「楽しかったです！」

などという温かい言葉ももらい、プロジェクトメンバー全員とても嬉

しかったです。 

 

最後に一つ、「皆さんが今取り組んでいることは一つも無駄になりま

せん。興味のあることに全力で挑戦していってください！！」。東大和

市立第四中学校 3 年生の皆さん、本当にありがとうございました。私

たちにとっても有意義で実のある時間でした！！ぜひまた中央大学に

いらして下さい。 

 

この報告を書いていた時に、大学に中学生の皆さんが書いてくれたメッセージが届きました。 

素敵なメッセージカード一枚一枚に生徒さん全員が書いてくれた温かい言葉が綴られています。 

感激しました。本当にうれしく思います。四中のみなさん ありがとうございます！  

 


